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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２２年４月２２日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決           

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２１年８月３０日 ０４時３５分ごろ 

発生場所 宮崎県延岡市安井町地先の島毛碆
しまげばえ

灯標から真方位０２５°１,０００ｍ付近 

（概位 北緯３２°３６.１′ 東経１３１°４７.０′） 

事故調査の経過  平成２１年８月３１日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

 漁船 光
こう

漁
りょう

丸、９.７トン 

 ＭＺ２－３２４３（漁船登録番号）、個人所有 

 １３.５１ｍ×４.１０ｍ×１.４８ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関１基、漁船法馬力数１２０、平成４年１月１０日 

乗組員等に関する情報 船長 男性 ３４歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成７年６月２９日 

  免許証交付日 平成１６年９月６日 

         （平成２２年６月２８日まで有効） 

死傷者等 なし 

損傷 全損 

事故の経過 

 

 本船は、船長ほか３人が乗り組み、安井町の島毛碆付近海域で操業中、

平成２１年８月３０日０４時３５分ごろ、機関室付近から出火した。 

 船長は、僚船の海水ホースを用いて放水するなどして消火を試みたもの

の、火勢が強まったため、海上保安庁に連絡したのち、乗組員とともに僚

船へ避難した。 

 本船は、来援した巡視艇により消火活動が行われたが沈没し、のち引き

揚げられて解体処分された。 

気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 北東、風速 ４m/s、視界 良好 

海象：うねり なし 

その他の事項  船長は、後部甲板で揚網作業中、機関室の出入口及び換気ファンから

白い煙が出ているのを認め、火災に気付いた。 

 火災発見時、主機は回転数毎分（rpm）８５０で甲板機器用油圧ポンプの

みを駆動し、２２０Ｖ用発電機の原動機（以下「補機」という。）は１,６

００rpmで照明の発電用として、運転されていた。 

 機関室は、右舷船首側に設置された補機付近が激しく焼損していた。 

 補機駆動の２４Ｖ用発電機に接続された電気配線に溶融した金属塊が認

められたが、同金属塊は、溶融範囲が広く、丸みが少なく、大きなボイド
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（小さな泡のような空隙）が生じていた。 

 本船は、平成１９年１月に中古で購入されたもので、購入以来、電気系

統の点検を行っていなかった。 

 船長は、出港前に機関室内の点検を行っていたが、燃料油及び潤滑油の

漏えい
．．

や臭いを認めておらず、出港後は同室内の点検を行っていなかっ

た。 

 火災発生時、主機及び補機の警報装置は、正常な状態にあったが、作動

していなかった。 

 火災警報装置は、設置が義務付けられていないので、設置されていなか

った。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

なし 

あり 

なし 

 本船は、島毛碆付近海域で操業中、機関室から

出火したものと考えられる。 

 本船は、補機駆動の２４Ｖ用発電機に接続され

た電気配線に溶融塊が認められたが、溶解塊は、

その形状から、火災発生後、二次的に短絡したこ

とにより発生した可能性があるため、出火原因を

明らかにすることができなかった。 

 電気系統の点検は、定期的に行っておくべきで

ある。 

原因  本事故は、本船が、島毛碆付近海域で操業中、機関室から出火したた

め、発生したものと考えられる。 

 




